
 

 

 

 

 

 太平洋戦争後期に沖縄の学童疎開船「対馬丸」が米

潜水艦に撃沈され、子どもを含む 1，484人が犠牲にな

った事件から 8月 22日で 80年を迎えました。 

 1944年8月21日、対馬丸は那覇から長崎にむけて

出港し、翌 22 日夜に鹿児島県・トカラ列島悪石島沖で

魚雷をうけて撃沈しました。乗船した 1，788 人中、1，484 人が犠牲となりました。うち

784人は学童でした。船体はいまも海底 870ｍの深さに沈んでいます。 

 午後 10 時頃、就寝している時に魚雷で攻撃され、10 分足らずと撃沈ということもあり、

犠牲者の大半は脱出できず対馬丸と共に沈んだとされています。船から脱出した人たちは、

真夜中の海に放り出され、イカダにしがみつきます。しかし、台風接近の影響で波も荒く、翌

朝までに多くの人々が力尽き海底へと沈んでしまいました。 

 

 

厳しい漂流を乗り越え救出されますが、警察や憲兵から「撃沈の事実は決して語ってはい

けない」という「箝口令」が敷かれ、さらなる苦しみがはじまります。 
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